
リウマチ・膠原病内科プログラム 

【研修目標（研修内容）・到達目標】 

リウマチ・膠原病 (関節リウマチ､全身性エリテマトーデス、強皮症､多発性筋炎､皮膚筋炎､血管

炎症候群､シェーグレン症候群､ベーチェット病､サルコイドーシス等)・アレルギー性疾患（気管支

喘息、蕁麻疹、花粉症、各種アレルギー、アナフィラキシー等）を対象として、外来・入院患者の

診療、基礎及び臨床研究､一般内科医・専門医、リウマチ科専門医、アレルギー科専門医の養成に当

っている科です。これらの疾患は、何れも、多臓器が侵される全身性疾患であるため、一般内科の

知識が基礎知識として要求されます。そのため、一般内科研修を行う上で内科全般の基礎知識を身

に付ける修練の場として最適な環境と考えます。さらに、専門科として関節リウマチ、膠原病に対

して先進的医療（抗サイトカイン療法、末梢血幹細胞移植等）も行っており、これらの治療を経験

できる場としても、最適な環境と考えています。 

［到達目標］ 

・ 内科認定医、内科専門医を取得する事を目標としています。更に、後期研修プログラムによる 

リウマチ科・アレルギー科の専門医の取得する事を目標とします。 

 

【レジデント A（卒後３年目）カリキュラム】 

共通プログラム選択の方：３ヶ月単位で受け入れ可能です。特に内科認定医取得に必要な症例を

優先的に担当します。 

 

【レジデント A（卒後３年目）の他部署研修について】 

    総合診療能力のスキルアップのため、腎・透析内科、呼吸器内科、整形外科、皮膚科、感染制御

部、リハビリテーション部、ＩＣＵ、超音波センターのいずれかで、希望により３ヶ月間研修を行

うことができます。 

 

【レジデント B,C（卒後４～５年目）カリキュラム】 

内科専門医・リウマチ科・アレルギー科専門医を取得する事を目標とします。内科専門医取得の

ため他科ローテーションが必要な場合、３ヶ月単位で相談に応じます。 

 関連教育認定施設（宝塚市民病院、伊丹市民病院、神戸西市民病院等）の出張研修も１年単位で 

 行なっております。 

 その他、下記の週間スケジュールに沿って研修します。 
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外来業務：レジデント Aの場合、リウマチ・膠原病疾患の診療に、指導医と共に週１回程度担当し、

外来業務を習得する事を目標とします。他に、週１回程度、生物学的製剤（抗サイトカ

イン療法）の診察・処置を担当し、生物学的製剤の適応、禁忌、アレルギー反応、副作

用に対する処置について学習します。 

      レジデント B、Cの場合、週１回程度外来を担当し、外来業務を習得する事を目標としま

す。他に、週１回程度、生物的製剤（抗サイトカイン療法）の診察・処置を担当します。 

病棟業務：レジデント A の場合、主治医として、リウマチ・膠原病疾患を担当し、指導医と相談し

ながら診断、治療を学習していきます。 

      レジデント B、Cの場合、主治医として、リウマチ・膠原病疾患をレジデント Aや初期臨

床研修医（２年目）と担当し、下級医の指導を行うと共に、自らも指導医と相談しなが

ら診断、治療を学習していきます。 

検査業務：口唇生検は木曜日午後に行っていますので、研修期間中希望者は適宜、検査業務を担当

し、検査業務を習得します。また、病棟業務の中で、適宜、腹部超音波、腎生検、筋生

検も行っておりますので、これらの検査も学習できます。 

 

【大学院進学者の受け入れ、その他】 

初期臨床研修者から受け入れています。テーマ、体制等は、本人の希望により相談に応じており

ます。医局会・カンファレンスの参加と外来業務を週１回程度担当します。 

出張研修：レジデント A,B,C については週 2 単位（午前または午後を１単位）まで出張研修を行う

ことを認めています。当直はレジデント A,B,C についてはありますが大学院生はありま

せん。 

 

【カンファレンス、症例検討会等】 

・学内教育行事 

内科医局会 第２,４週目 月曜日 17:30～18:30   

学生･研修医向けセミナー 月、水曜日、 8:40〜9:00 

新患・重症症例検討・回診 毎週 月曜日 9:00〜9:30  金曜日 15:00〜15:30  

リウマチ・膠原病内科症例検討 毎週月曜日 15:00～16:30、水曜日 15:00〜16:30 

リウマチ・膠原病内科回診 毎週月曜日 16:30～17:30、水曜日 16:30〜17:30 

リウマチ・膠原病内科カンファレンス 水曜日 17:30～19:00  

リウマチ•整形外科合同カンファレンス 月１回 (第３月曜日：18:00~19:00) 

・学外教育行事 

阪神リウマチセミナー年１回開催、阪神ＲＡ研究会年１回開催、阪神リウマチ治療研究会年１

回開催、阪神臨床アレルギー研究会年２回開催、兵庫県臨床アレルギー研究会年２回開催、 

その他 

 

【その他】 

  大学院受け入れ；初期研修終了者を随時受け入れています。 

  6 年目以降の体制：本人の希望により相談に応じます。 

病院助手による受け入れ、教育関連病院のスタッフ等が考えられます。 

関係学会：日本リウマチ学会、日本臨床リウマチ学会、日本臨床免疫学会 

日本アレルギー学会、日本内科学会、日本免疫学会、日本炎症・再生医学会 



【関連病院】（下線病院は卒後３年目以降の臨床研修として派遣実績のある病院です。） 

宝塚市民病院内科、伊丹市民病院アレルギー疾患リウマチ科、神戸市立西市民病院リウマチ膠原

病科、行岡病院、県立西宮病院、済生会野江病院、明和病院内科、尼崎中央病院内科、西宮渡邊

病院、その他 

 

【指導医】  

主任教授：佐野 統（指導責任者） 教授：松井 聖 

講 師：北野 将康、東 直人、 

 

【研修統括者】 

  教授：松井 聖 

  

【問い合わせ先】 

リウマチ・膠原病内科医局 TEL：0798-45-6591  E-mail: rheuma@hyo-med.ac.jp 

教授・研修管理委員：松井 聖 


